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また，消去訓練の１日目では，消去抵抗はＭ１６群
よりもＮＭｌ群，Ｍ１群およびＮＭｌ６群において高か
った．この結果のうち，Ｍ１６群よりもＮＭＩ群と
ＮＭＩ６群の消去抵抗が高くなることは法則弁別仮説と
遠隔連合仮説の両者が予測する．しかし，法則弁別仮
説は，法則構造の複雑性について等しいＭ１群と
Ｍ１６群の問で消去抵抗に差が認められたという結果
を説明できない．これに対し，隣接連合に加えて遠隔
連合の形成を仮定する本研究の仮説からは，消去時に
生起するｓｏと類似するＳ'やＳ２が，Ｍ１６群よりもＭ１
群において比較的に大報酬を信号する複合記憶から刺
激般化を受けるので，消去抵抗はＭ１６群よりもＭ１
群において高くなると予測された．従って，消去抵抗
がＭ１６群よりもＮＭｌ群，Ｍ１群およびＮＭｌ６群に
おいて高かったという結果に関しては，法則弁別仮説
よりも遠隔連合仮説を支持するものだといえる．
全体的考察
本研究は単一交替系列の習得における遠隔連合の形
成とその消去への関与を明らかにすることを目的とし
た．
実験ｌでは，R-N-R系列において第３項目の報酬
量予期が示された．この結果は，水原（1993）や本研
究の実験２で使用されたような交替系列における報酬
項目間の走行速度の分化が遠隔連合の形成に媒介され
うることを実証しており，強化系列の報酬項目間にｏ
ペレットを挿入しただけでは項目間連合が形成される
可能性を排除できないことを示している．また，Ｏペ
レットに対する走行は，この項目に後続する報酬項目
が大報酬であるほど速くなるとともに，先行する報酬
項目が小報酬であるほど速くなることが示された．こ
の結果は，水原（1993,実験Z）の結果のうち，単一
交替単調系列と単一交替非単調系列ではＯペレットに
対する走行パタンが異なるという法則構造の学習から
は説明困難な結果について，項目間連合による説明の
根拠を提供するものである．
消去についても，実験ｌでは，遠隔した項目間で小
報酬が小報酬を信号する場合よりも小報酬が大報酬を
信号する場合に消去抵抗が高くなることが示され，遠
隔連合が消去抵抗を規定する要因になりうることが示
された．また，実験２では，法則構造の複雑性につい
て等しいＭ１６群とＭ１群の消去抵抗に有意な差が認
められた．この結果は，遠隔連合仮説の予測を支持す
るものであり，系列の法則構造の複雑性からは強化系
列習得後の消去抵抗を一義的には予測できないことを
実証している．
しかしながら，ＮＭｌ６群，Ｍ１群，およびＮＭｌ群
の消去抵抗に有意な差が認められなかったという実験
２の結果は，遠隔連合仮説の予測も十分に満足するも
のではなかった．このうち，ＮＭｌ６群とＭ１・ＮＭｌ
群の消去抵抗に差が認められなかったという結果につ
いては，系列の開始を信号する分節化手がかりが 得
する報酬信号強度の差によって説明されるかもしれな
い．Capaldi,Verry,Nawrocki,＆Miller（1984）は，
習得時に大報酬を信号した分節化手がかりの除去によ
って消去抵抗が 下することを報告している．この結
果は，分節化手がかりが 得する報酬信号強度が消去
抵抗に影響することを実証するものである．
本研究の実験２における分節化手がかりは，実験室
への搬入と系列間間隔であると考えられる．分節化手
がかりと第２項目との間に遠隔連合が形成されると仮
定すると，分節化手がかりは遠隔連合を通じて，Ｍ１６
群とＮＭＩ６群では１６ペレットを信号し，Ｍ１群と
ＮＭｌ群ではｌペレットを信号したと考えられる．こ
こで，分節化手がかりと第２項目との間に遠隔連合が
形成された場合，第１項目のＯペレットに対する走行
は，第２項目の遠隔予期が生じるために，第２項目が
大報酬であるほど速くなると期待される．この仮説を
検証するため，実験２の習得時の第１項目に対する走
行速度について，第２項目の報酬量（１６，１ペレッ
ト）×日（１－１２日目）の分散分析を施したところ，
第２項目の報酬量の主効果が有意であり，第１項目の
Ｏペレットに対する走行は，第２項目がｌペレットの
Ｍ１・ＮＭＩ群よりも１６ペレットのＭ１６群・ＮＭｌ６群
において速かった（Ｆ[1,28]＝423,ｐ＜０５)．これは，
分節化手がかりが第１項目だけでなく第２項目をも信
号したことを示唆する結果であり，消去段階における
分節化手がかりの提示がＭ１・ＮＭｌ群よりもＭｌ６・
ＮＭｌ６群の消去抵抗を選択的に高めた可能性を残すも
のである．今後，分節化手がかりが 得する報酬信号
強度について統制した条件下でこれらの群間の消去を
検討する必要があると思われる．
また，法則弁別仮説と遠隔連合仮説の両者がＭ１群
よりもＮＭＩ群の消去抵抗が高くなることを予測する
が，これらの群間では消去抵抗に有意な差は認められ
なかった．法則構造の複雑性や遠隔項目間の報酬信号
強度をさらに顕著にした条件下でこれらの群を比較す
る必要がある．
本研究は，単一交替系列の習得における遠隔連合の
形成とその消去への関与の可能性について検討した．
しかしながら，このような試みは，ラットにおける法
則符号化過程の存在そのものを否定しようとするもの
ではない．ラットにおける強化系列の習得に関して
は，系列の長さや法則構造の複雑性，または項目間の
時間間隔等に依存して，法則符号化過程と項目連合過
程の両者が関与するという見解が提起され（Hulse，
1980)，これを支持する証拠も報告されてきている
(Fountain,Schenk,＆Annau,１９８５；谷内，1992)．本
研究の実験ｌでは，３項目系列の習得後の消去抵抗
が，遠隔連合を含めた項目間連合の形成により説明さ
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れることが示された．しかし，さらに項目数の多い系
列を用いた実験２の消去については，遠隔連合仮説の
予測が十分には支持されなかった点で，法則符号化過
程の消去への関与の可能性を残している．今後，遠隔
連合を含めた項目連合過程と法則符号化過程の'性質を
明らかにするとともに，各過程間の関係についても検
討する必要がある．
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